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果実浸漬法によるオウトウショウジョウバエ卵の薬剤感受性検定の試行

は　じ　め　に

オウトウショウジョウバエDrosophila suzukii（Matsu-

mura）は，オウトウの害虫として知られている。雌は
腹部先端に鋸状の導卵管（図―1）を持つこと，雄は翅の
先端前縁に三角形の黒い斑紋があり，前脚 節の性櫛
（せいしつ）（図―2）の特徴で種を識別できる（和多田，

2006）。本虫は健全な果実に穴をあけて産卵し，産卵痕
には卵柄と呼ばれる2本の糸状突起が突出する（佐々木，
2000）。ふ化した幼虫は果実内を食害するため，被害果
は軟化・腐敗し商品価値がなくなる。産卵された果実と
健全果は識別が困難であるため，出荷された後に果実か
ら脱出した幼虫が見つかり（図―3），大きな問題となる
ことがある（川瀬ら，2008）。オウトウショウジョウバ
エに農薬登録のある薬剤は複数あるが，卵に対する防除
効果を確認する方法は確立されていない。そこで，果実
を用いた簡易な薬剤感受性検定を試行した。

I　オウトウショウジョウバエの寄生する果実

オウトウショウジョウバエの寄生する果実は，オウト
ウ，ソメイヨシノ，キイチゴ，ナツグミ，クワ，ブルー
ベリー，ラズベリー，ナワシロイチゴ，モモ，ニワウメ，
イヌザクラ，アメリカヤマゴボウ（佐々木，1998）のほ
か，ヤマモモ（行成，1988），ブドウ（栃木県農業環境
指導センター，2009）等が報告されている。山口県にお
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図－1 オウトウショウジョウバエ（♀）
拡大：鋸状の導卵管．

図－2 オウトウショウジョウバエ（♂）
矢印：翅端の黒色斑紋，○印：前脚 節の性櫛（せいしつ）．

図－3 ブルーベリー果実から脱出したオウトウショウジョウバエ
の幼虫
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